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ベニモンアゲハ（Pb‘〃j/fqpmaFmsTbﾉbchmB）とジャコウアゲハ（`4,2p/廊刀Te'`、αﾉbj)わ､⑪

ﾉboc''０α､α）はウマノスズクサ科植物のコウシュンウマノスズクサ(A,乱smlocﾉmmgZzlh)お

よびリュウキュウウマノスズクサ仏励“e，zSis)を寄主植物としている｡これらのチョウお
よびその寄主植物はともに南西諸島固有種である｡これまでにベニモンアゲハおよびジャコ

ウアゲハの卿B・摂食刺激|勿質を明らかにする目的で寄主植物に含まれるメス成虫に対する

産卵刺激物質および幼虫に対する摂食刺激物質の検索を行い、それらがウマノスズクサ科

植物に特徴的に含まれている一種のアルカロイドのaristolochicacids（以下、AAs)と糖アル

コール類のpinitolが相乗的にこれらチョウの産卵行動と摂食行動を刺激することが分かっ

た。一方、西田ら(')は、本土種のジャコウアゲハ(,4.αﾉbi"α⑮）における産卵行動を刺激す
る物質として､本土に自生する同科のウマノスズクサ(A・“胸に含まれるAAsと糖アル

コール類のsequoyitolが相乗的に本土種のジヤコウアゲハの産卵行動を刺激することを報
告している。これまでにベニモンアゲハは宮古島を棲息北限としていたが、1980年代後半

から沖縄本島、次いで奄美諸島へと北への分布拡大を続けている。化学生態学的にこれら

のチョウは摂食・産卵刺激物質を指標に生活環を形成していくと考えられ、南西諸島から

本土にかけて各地域に自生するウマノスズクサ科植物に含まれるAAsと糖アルコール類の

化学成分の地理的特異性を明らかにすること力吟後、拡大していくベニモンアゲハと南西

諸島種のジャコウアゲハの分布北限とさらに南西諸島種と本土種のジャコウアゲハの棲み

分けの境界を摂食・産卵刺激物質の有無による化学的観点から予想することが可能と考え

られる。そこでこれらの地域に自生するウマノスズクサ科植物に含まれるAAs､pinitolおよ

びsequoyitolの成分分布を調べた。南西諸島(波照間島､石垣島、沖縄本島および奄美大島）
並びに本ﾘﾄ|に自生するウマノスズクサ科植物の新鮮葉部のMeOH抽出物について成分分析

を行った。その結果、奄美大島以南に自生するウマノスズクサ科植物にはAAs（IⅡ＝6-7：

43）とpinitolの存在が確認された。このことはベニモンアゲハと南西諸島種のジヤコウア
ゲハが奄美大島に分布拡大を可能にした化学的な根拠であり、摂食・産卵束臘物質を分析

することで分布北限の予想が化学的な見地から可能になることを示唆している。一方、東

京都内において栽培しているウマノスズクサ(Adb6jhs)の新鮮葉部のMeOH抽出物には

AAsとsequoyitolの存在が確認された。そして、南西諸島に自生するウマノスズクサ植物で

本土種のジヤコウアゲハが飼育が可能である事と、sequoyitolに対しても南西諸島種のジャ
コウアゲハが摂食刺激活`性を示す事から、これら南西諸島種と本土種のジャコウアゲハ、

ベニモンアゲハはともにpinitolとsequoyitolへの多様な適応が可能である事が明らかとなり、
南西諸島種と本土種に限らず南北への分布拡大の可能性が示唆された。
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